
区 民 文 教 委 員 会 

平成２８年３月１７日 

墨田区国民健康保険条例の一部を改正する条例（案）新旧対照表 

改  正  案 現     行 
  
  （一般被保険者に係る基礎賦課額の保険

料率） 

第１５条の４ 一般被保険者に係る基礎賦課

額の保険料率は、次のとおりとする。 

 ⑴ 所得割 １００分の６．８６（一般被

保険者に係る基礎賦課総額の１００分の

５６に相当する額を一般被保険者に係る

賦課期日の属する年の前年の所得に係る

基礎控除後の総所得金額等の見込額（政

令第２９条の７第２項第４号ただし書に

規定する場合にあっては、国民健康保険

法施行規則（昭和３３年厚生省令第５３

号。以下「省令」という。）第３２条の

９に規定する方法により補正された後の

金額）の総額で除して得た数） 

 ⑵ 被保険者均等割 被保険者１人につき

３万５，４００円（一般被保険者に係る

基礎賦課総額の１００分の４４に相当す

る額を当該年度の初日における一般被保

険者の見込数で除して得た額） 

 （基礎賦課限度額） 

第１５条の８ 第１４条の４又は第１５条の

５の基礎賦課額（一般被保険者と退職被保

険者等が同一の世帯に属する場合には、第

１４条の４の基礎賦課額と第１５条の５の

基礎賦課額との合算額をいう。第１９条及

び第１９条の２において同じ。）は、５４

万円を超えることができない。 

 （一般被保険者に係る後期高齢者支援金等

賦課額の保険料率） 

第１５条の１２ 一般被保険者に係る後期高

齢者支援金等賦課額の保険料率は、次のと

おりとする。 

 ⑴ 所得割 １００分の２．０２（一般被

保険者に係る後期高齢者支援金等賦課総

額の１００分の５６に相当する額を一般

被保険者に係る賦課期日の属する年の前

年の所得に係る基礎控除後の総所得金額

等の見込額（政令第２９条の７第３項第 

４号ただし書に規定する場合にあっては、

  〔同左〕 

 

第１５条の４ 〔同左〕 

 

 ⑴ 所得割 １００分の６．４５（一般被

保険者に係る基礎賦課総額の１００分の

５６に相当する額を一般被保険者に係る

賦課期日の属する年の前年の所得に係る

基礎控除後の総所得金額等の見込額（政

令第２９条の７第２項第４号ただし書に

規定する場合にあっては、国民健康保険

法施行規則（昭和３３年厚生省令第５３

号。以下「省令」という。）第３２条の

９に規定する方法により補正された後の

金額）の総額で除して得た数） 

 ⑵ 被保険者均等割 被保険者１人につき

３万３，９００円（一般被保険者に係る

基礎賦課総額の１００分の４４に相当す

る額を当該年度の初日における一般被保

険者の見込数で除して得た額） 

 〔同左〕 

第１５条の８ 第１４条の４又は第１５条の

５の基礎賦課額（一般被保険者と退職被保

険者等が同一の世帯に属する場合には、第

１４条の４の基礎賦課額と第１５条の５の

基礎賦課額との合算額をいう。第１９条及

び第１９条の２において同じ。）は、５２

万円を超えることができない。 

 〔同左〕 

 

第１５条の１２ 〔同左〕 

 

 

 ⑴ 所得割 １００分の１．９８（一般被

保険者に係る後期高齢者支援金等賦課総

額の１００分の５６に相当する額を一般

被保険者に係る賦課期日の属する年の前

年の所得に係る基礎控除後の総所得金額

等の見込額（政令第２９条の７第３項第 

４号ただし書に規定する場合にあっては、



  省令第３２条の９の２に規定する方法に

より補正された後の金額）の総額で除し

て得た数） 

 ⑵ 〔略〕 

 （後期高齢者支援金等賦課限度額） 

第１５条の１６ 第１５条の１０又は第１５

条の１３の後期高齢者支援金等賦課額（一

般被保険者及び退職被保険者等が同一の世

帯に属する場合には、第１５条の１０の後

期高齢者支援金等賦課額と第１５条の１３

の後期高齢者支援金等賦課額との合算額を

いう。第１９条及び第１９条の２において

同じ。）は、１９万円を超えることができ

ない。 

 （介護納付金賦課額の保険料率） 

第１６条の４ 介護納付金賦課被保険者に係

る介護納付金賦課額の保険料率は、次のと

おりとする。 

 ⑴ 所得割 １００分の１．５９（介護納

付金賦課総額の１００分の５０に相当す

る額を介護納付金賦課被保険者に係る賦

課期日の属する年の前年の所得に係る基

礎控除後の総所得金額等の見込額（政令

第２９条の７第４項第４号ただし書に規

定する場合にあっては、省令第３２条の

１０に規定する方法により補正された後

の金額）の総額で除して得た数） 

 ⑵ 〔略〕 

  （保険料の減額） 

第１９条の２ 次の各号に該当する納付義務

者に対して課する保険料の額は、第１４条

の４又は第１５条の５の基礎賦課額から、

それぞれ、当該各号のイに定める額を減額

して得た額（当該減額して得た額が５４万

円を超える場合には、５４万円）及び第１

５条の１０又は第１５条の１３の後期高齢

者支援金等賦課額から、それぞれ当該各号

のロに定める額を減額して得た額（当該減 

額して得た額が１９万円を超える場合には、

１９万円）並びに第１６条の２の介護納付

金賦課額から、それぞれ当該各号のハに定

める額を減額して得た額（当該減額して得

た額が１６万円を超える場合には、１６万

円）の合算額とする。 

  省令第３２条の９の２に規定する方法に

より補正された後の金額）の総額で除し

て得た数） 

 ⑵ 〔略〕 

 〔同左〕 

第１５条の１６ 第１５条の１０又は第１５

条の１３の後期高齢者支援金等賦課額（一

般被保険者及び退職被保険者等が同一の世

帯に属する場合には、第１５条の１０の後

期高齢者支援金等賦課額と第１５条の１３

の後期高齢者支援金等賦課額との合算額を

いう。第１９条及び第１９条の２において

同じ。）は、１７万円を超えることができ

ない。 

 〔同左〕 

第１６条の４ 〔同左〕 

 

 

 ⑴ 所得割 １００分の１．６２（介護納

付金賦課総額の１００分の５０に相当す

る額を介護納付金賦課被保険者に係る賦

課期日の属する年の前年の所得に係る基

礎控除後の総所得金額等の見込額（政令

第２９条の７第４項第４号ただし書に規

定する場合にあっては、省令第３２条の

１０に規定する方法により補正された後

の金額）の総額で除して得た数） 

 ⑵ 〔略〕 

  〔同左〕 

第１９条の２ 次の各号に該当する納付義務

者に対して課する保険料の額は、第１４条

の４又は第１５条の５の基礎賦課額から、

それぞれ、当該各号のイに定める額を減額

して得た額（当該減額して得た額が５２万

円を超える場合には、５２万円）及び第１

５条の１０又は第１５条の１３の後期高齢

者支援金等賦課額から、それぞれ当該各号

のロに定める額を減額して得た額（当該減 

額して得た額が１７万円を超える場合には、

１７万円）並びに第１６条の２の介護納付

金賦課額から、それぞれ当該各号のハに定

める額を減額して得た額（当該減額して得

た額が１６万円を超える場合には、１６万

円）の合算額とする。 



 ⑴ 世帯主、当該年度の保険料の賦課期日

（賦課期日後に保険料の納付義務が発生

した場合には、その発生した日とする。）

現在においてその世帯に属する被保険者

及び特定同一世帯所属者（法第６条第８

号に該当したことにより被保険者の資格

を喪失した者であって、当該資格を喪失

した日の前日以後継続して同一の世帯に

属する者をいう。以下同じ。）につき算

定した地方税法第３１４条の２第１項に

規定する総所得金額（同法第３１７条の

２第１項第２号に規定する青色専従者給

与額又は同法第３１３条第５項に規定す

る事業専従者控除額については、同条第

３項、第４項又は第５項の規定を適用せ

ず、また、所得税法（昭和４０年法律第

３３号）第５７条第１項、第３項又は第

４項の規定の例によらないものとし、地

方税法第３１４条の２第１項に規定する

山林所得金額及び他の所得と区分して計

算される所得の金額（同法附則第３３条

の２第５項に規定する上場株式等に係る

配当所得の金額、同法附則第３３条の３

第５項に規定する土地等に係る事業所得

等の金額、同法附則第３４条第４項に規

定する長期譲渡所得の金額、同法附則第

３５条第５項に規定する短期譲渡所得の

金額、同法附則第３５条の２第６項に規 

  定する株式等に係る譲渡所得等の金額

（同法附則第３５条の２の６第１１項若 

しくは第１５項又は第３５条の３第１１

項の規定の適用がある場合には、その適

用後の金額）、同法附則第３５条の４第

４項に規定する先物取引に係る雑所得等

の金額（同法附則第３５条の４の２第７

項の規定の適用がある場合には、その適

用後の金額）、租税条約等実施特例法第

３条の２の２第１０項に規定する条約適

用利子等の額及び同条第１２項に規定す

る条約適用配当等の額をいう。以下この

条において同じ。）の算定についても同

様とする。以下この条において同じ。）

及び山林所得金額並びに他の所得と区分

して計算される所得の金額の合算額が、

 ⑴ 〔同左〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



地方税法第３１４条の２第２項に規定す

る金額を超えない世帯に係る保険料の納

付義務者 

  イ 基礎賦課額に係る被保険者均等割額 

    被保険者１人につき２万４，７８０

円          

  ロ・ハ 〔略〕   

 ⑵ 前号に規定する総所得金額及び山林所

得金額並びに他の所得と区分して計算さ

れる所得の金額の合算額が、地方税法第

３１４条の２第２項に規定する金額に、

２６万５，０００円に当該年度の保険料

の賦課期日（賦課期日後に保険料の納付

義務が発生した場合には、その発生した

日とする。）現在においてその世帯に属

する被保険者の数と特定同一世帯所属者

の数との合計数を乗じて得た額を加算し

た金額を超えない世帯に係る保険料の納

付義務者であって前号に該当する者以外

のもの 

  イ 基礎賦課額に係る被保険者均等割額 

    被保険者１人につき１万７，７００

円 

  ロ・ハ 〔略〕   

 ⑶ 第１号に規定する総所得金額及び山林

所得金額並びに他の所得と区分して計算

される所得の金額の合算額が、地方税法 

第３１４条の２第２項に規定する金額に、

４８万円に当該年度の保険料の賦課期日

（賦課期日後に保険料の納付義務が発生

した場合には、その発生した日とする。）

現在においてその世帯に属する被保険者

の数と特定同一世帯所属者の数との合計

数を乗じて得た額を加算した金額を超え

ない世帯に係る保険料の納付義務者であ

って、前２号に該当する者以外のもの 

  イ 基礎賦課額に係る被保険者均等割額 

    被保険者１人につき７，０８０円 

  ロ・ハ 〔略〕 

 （徴収猶予） 

第２３条 区長は、保険料の納付義務者が次

の各号のいずれかに該当することによりそ

の納付すべき保険料の全部又は一部を一時

に納付することができないと認める場合に

 

 

 

  イ 基礎賦課額に係る被保険者均等割額 

    被保険者１人につき２万３，７３０

円          

  ロ・ハ 〔略〕   

 ⑵ 前号に規定する総所得金額及び山林所

得金額並びに他の所得と区分して計算さ

れる所得の金額の合算額が、地方税法第

３１４条の２第２項に規定する金額に、

２６万円に当該年度の保険料の賦課期日

（賦課期日後に保険料の納付義務が発生

した場合には、その発生した日とする。）

現在においてその世帯に属する被保険者

の数と特定同一世帯所属者の数との合計

数を乗じて得た額を加算した金額を超え

ない世帯に係る保険料の納付義務者であ

って前号に該当する者以外のもの 

 

  イ 基礎賦課額に係る被保険者均等割額 

    被保険者１人につき１万６，９５０

円 

  ロ・ハ 〔略〕   

 ⑶ 第１号に規定する総所得金額及び山林

所得金額並びに他の所得と区分して計算

される所得の金額の合算額が、地方税法 

第３１４条の２第２項に規定する金額に、

４７万円に当該年度の保険料の賦課期日

（賦課期日後に保険料の納付義務が発生

した場合には、その発生した日とする。）

現在においてその世帯に属する被保険者

の数と特定同一世帯所属者の数との合計

数を乗じて得た額を加算した金額を超え

ない世帯に係る保険料の納付義務者であ

って、前２号に該当する者以外のもの 

  イ 基礎賦課額に係る被保険者均等割額 

    被保険者１人につき６，７８０円 

  ロ・ハ 〔略〕  

 〔同左〕 

第２３条 区長は、保険料の納付義務者が次

の各号のいずれかに該当することによりそ

の納付すべき保険料の全部又は一部を一時

に納付することができないと認める場合に



おいては、当該納付義務者の申請により、

その納付することができないと認められる

金額を限度として、６か月以内の期間を限

って徴収を猶予することができる。 

 ⑴ 納付義務者がその資産について震災、

風水害、落雷、火災若しくはこれに類す

る災害を受け、又はその資産を盗まれた

とき。 

 ⑵ 納付義務者がその事業又は業務を廃止

し、又は休止したとき。 

 ⑶ 納付義務者がその事業又は業務につい

て甚大な損害を受けたとき。 

 ⑷ 前３号に掲げる場合のほか、区長が特

に必要があると認めるとき。 

２ 前項の規定により保険料の徴収猶予を受

けようとする者は、次に掲げる事項を記載

した申請書に徴収猶予を必要とする理由を

証する書類を添付して、区長に提出しなけ

ればならない。 

 ⑴ 納付義務者の氏名及び住所 

 ⑵・⑶ 〔略〕 

 （保険料の減免） 

第２４条 区長は、次の各号のいずれかに該

当する保険料の納付義務者のうち、特に必

要があると認められるものに対し、当該納

付義務者の申請により、その保険料を減免

することができる。 

 ⑴ 前条第１項各号のいずれかに該当する

と認められる納付義務者 

 ⑵ 〔略〕 

２ 前項の規定により保険料の減免を受けよ

うとする者は、納期限日又は当該保険料の

徴収に係る特別徴収対象年金給付の支払日

までに次に掲げる事項を記載した申請書に

減免を受けようとする理由を証する書類を

添付して、区長に提出しなければならない。 

 ⑴ 納付義務者の氏名及び住所 

⑵・⑶ 〔略〕 

３ 〔略〕 

４ 第１項の規定による減免は、次の各号に

掲げる区分に応じ、当該各号に定める日以

後の納期限又は特別徴収対象年金給付の支

払に係る月の保険料から適用する。 

 ⑴ 第１項第１号に該当する者 申請の日。

おいては、その申請によって、その納付す

ることができないと認められる金額を限度

として、６か月以内の期間を限って徴収を

猶予することができる。 

 ⑴ 〔略〕 

 

 

 

 ⑵ 〔略〕 

 

 ⑶ 〔略〕 

 

 ⑷ 前３号に類する理由があるとき。 

 

２ 前項の申請をしようとする者は、次に掲

げる事項を記載した申請書に徴収猶予を必 

要とする理由を証明すべき書類を添付して、

区長に提出しなければならない。 

 

 ⑴ 氏名及び住所 

 ⑵・⑶ 〔略〕 

 〔同左〕 

第２４条 区長は、次の各号のいずれかに該

当する者のうち必要があると認められるも

のに対し、保険料を減免することができる。 

 

 

 ⑴ 災害その他特別の事情により生活が著

しく困難となった者 

 ⑵ 〔略〕 

２ 前項の規定により保険料の減免を受けよ

うとする者は、納期限前７日までに次に掲

げる事項を記載した申請書に減免を受けよ

うとする理由を証明する書類を添付して、

区長に提出しなければならない。 

 

 ⑴ 氏名及び住所 

⑵・⑶ 〔略〕 

３ 〔略〕 

４ 第１項の規定による減免は、次の各号に

掲げる区分に応じ、当該各号に定める保険

料から適用する。 

 

 ⑴ 第１項第１号に該当する者 申請の日



  ただし、前項の規定により申請をした者

にあっては、当該やむを得ない事情が生

じた日 

 

 ⑵ 第１項第２号に該当する者 旧被扶養

者が被保険者の資格を取得した日 

 

５ 〔略〕         
 

以後の納期限に係る保険料。ただし、前 

  項の規定により申請をした者にあっては、

  当該やむを得ない事情が生じた日以後の

納期限に係る保険料 

 ⑵ 第１項第２号に該当する者 旧被扶養

者が被保険者の資格を取得した日以後の

納期限に係る保険料 

５ 〔略〕         
   

   付 則 

１ この条例は、平成２８年４月１日から施行する。 

２ この条例による改正後の第１５条の４、第１５条の８、第１５条の１２、第１５

条の１６、第１６条の４及び第１９条の２の規定は、平成２８年度分の保険料から

適用し、平成２７年度分までの保険料については、なお従前の例による。 

 


